
専門学校ESPエンタテインメント東京　音楽芸能スタッフ科

授業形態 / 必・選 講義 必修

学則上表記 年次

授業時間 年間授業数 38回（76単位時間） 年間単位数 5単位

科目設置コース
教員の

実務経験の有無
非該当

担当講師
実務経歴

【前期】
1～8回目

【前期】
9～13回目

【前期】
14～19回目

【後期】
20～24回目

【後期】
25～33回目

【後期】
34～38回目

評価方法

備考

授業計画・内容

授業科目名
セルフブランディング

セルフブランディング 1年次

90分（1単位時間45分）

音楽スタッフ総合コース / アーティストスタッフコース / レコーディングコース / PA&Recコース / PA
コース / 照明コース /  ローディーコース / 企画制作コース / 舞台製作コース

SchooSwingを利用

授業概要

オンデマンド学習システム「Schoo Swing」の動画群の中から抜粋し、視聴する。（自己啓発、リーダーシップ、価値観、目標達成など）
また、卒業生や外部協力企業に依頼してオリジナルコンテンツを作成し、視聴する。

到達目標

学生自身が、その手にしっかりと「自分の人生のオール」を持ち、漕いでいくために、自分のブランドを知り、 自分が目指すのはここだ！という「羅針盤（コンパス）」
を設定できるようなコンテンツを、オンデマンド学習システム「Schoo Swing」の動画群の中から抜粋し、視聴する。

学期末に実施する試験点数、出席率、講師評価等の項目から総合的に評価する。
S（90点以上）/A（80点以上）/B（70点以上）/C（60点以上）/D（60点未満）/E（未受講）の6段階評価。

各動画については、レポートを課す。①今回の動画で印象に残った言葉は？②今回の動画を視聴して、明日から行動することを具体的に１
つあげてください。③今回の動画の感想は？
一方的な動画視聴で終わらないように、担当教務からのフィードバックを全体に行っている。

◆学ぶ理由・学び方
「やる気の源泉」が習慣を変える／凡事徹底とは何か（20分）／学習がつらいのは「やり方を知らない」から／「心の本音」がやる気を育てる
／自己成長はどうやったら実感できるの？／やる気より、「感覚」と「仕組み」に頼る

◆自己理解
心と向き合い、感情を整理する習慣／自ら動いてもっとワクワク働こう／やりたいことを見つけるセルフコーチング／内省 キャリアの方向性
を考える

◆さまざまな学び
「ほめ上手」と「ゴマすり」って何が違う？／NLPを知ってポジティブになろう／本気で変わりたい人の行動イノベーション

◆さまざまな思考
自己肯定感と自己効力感の違いって？／負の感情を前に進む力に変える／なぜポジティブのほうが目標達成しやすいのか？

◆リーダー・チーム
「集合知性」がチームでの成果をつくる鍵／内向型リーダーの強みを発揮するヒント／個人と組織のパフォーマンスを最大限に引き出す方
法

◆まとめ・振り返り
「観・在り方」主導のキャリア／チャンスをつかみ取る人の習慣／ブレない自分をつくる７つの問い／先送りをなくす未来の自分デザイン



専門学校ESPエンタテインメント東京　音楽芸能スタッフ科

授業形態 / 必・選 講義 必修

学則上表記 年次
　

授業時間 年間授業数 38回（76単位時間） 年間単位数 5単位
　 　 　 　

科目設置コース
教員の

実務経験の有無
該当

　

担当講師
実務経歴

　 　 　 　 　 　

【前期】
1～6回目

【前期】
7～12回目

【前期】
13～18回目

【前期】
19～24回目

【後期】
25～31回目

【後期】
32～38回目

評価方法

備考

授業計画・内容

授業科目名
一般教養講座

一般教養講座 1年次

90分（1単位時間45分）

PAコース/照明コース/舞台製作コース/企画制作コース/
レコーディングコース/PA＆レコーディングコース/アーティストスタッフコース

音楽専門誌の記者を経て、東京未来大学こども心理学部・特任准教授として教鞭をふるう。
現在は音楽教育の場におけるコミュニケーションのあり方をテーマに研究中。

授業概要

「コミュニケーション能力」「状況判断能力」「説明能力」の3点をテーマとした講義。

到達目標

社会人としての基礎的スキルの習得。

学期末に実施する試験点数、出席率、講師評価等の項目から総合的に評価する。
S（90点以上）/A（80点以上）/B（70点以上）/C（60点以上）/D（60点未満）/E（未受講）の6段階評価。

　

ガイダンス 受講方法と1年間の授業内容
仕事を想定したEメールの使い方：メールの基本、設定、送受信、アドレス帳の活用、署名の作成

他者に伝える説明：時系列で説明する、情報を整理（グループ分け）して説明する、話を要約して説明する、主観と客観を区別して説明する、
指示の手順を考えて説明する

文章の書き方： 「話し言葉」と「書き言葉」を区別して書く、5W1Hの要素を組み込んで書く
ビジネス文書：ビジネスメールを送信する、ビジネス文書の種類を知る、社内文書の書式と文章作成

コミュニケーション論：コミュニケーションの考え方、言語コミュニケーション（対人/メディア/言葉の言い換え/リフレーミング/説得）・非言語コ
ミュニケーション(表情、視線、頷き、相づち/他者との距離、パーソナル・スペース)

敬語表現：敬語の分類を知る/尊敬語・謙譲語の使い方、間違いやすい敬語、実践・仕事でよく使う敬語

履歴書の書き方：基本データ、自己PRと志望動機
心理学講座：自分を知る、社会からの影響、他者との関わり



専門学校ESPエンタテインメント東京　音楽芸能スタッフ科

授業形態 / 必・選 講義 必修

学則上表記 年次

授業時間 年間授業数 30回（60単位時間） 年間単位数 4単位

科目設置コース
教員の

実務経験の有無
該当

担当講師
実務経歴

【前期】
1～4回目

【前期】
5～8回目

【前期】
9～12回目

【前期】
13～16回目

【後期】
17～20回目

【後期】
21～24回目

【後期】
25～28回目

【後期】
29～30回目

評価方法

備考

授業計画・内容

授業科目名
エンタメ業界講座

エンタメ業界講座 1年次

90分（1単位時間45分）

PAコース/照明コース/レコーディングコース/PA&レコーディングコース
/アーティストスタッフコース

2001年に株式会社ドワンゴへ入社。部長職を経験後、音楽レーベル子会社へ転籍、プロデューサー職へ。ボーカロイドをはじめとするニコニ
ココンテンツや声優・ラジオコンテンツのCDパッケージを数多く担当。現在はフリーランスとして、ネットやアプリの配信番組も多く担当、その
他、動画の撮影編集、SNSを含めた運営及び運用、専門学校講師等に従事。

授業概要

アーティスト/タレントとプロダクションを中心とする、エンタテインメント業界のさまざまな職種と業務および関わりを学ぶ。

到達目標

業界内の会社知識の修得および業界企業の相関性の理解。

ホール/ライブハウス/イベンターについて

HTMLとCSSの仕組み
１年間の総括

学期末に実施する試験点数、出席率、講師評価等の項目から総合的に評価する。
S（90点以上）/A（80点以上）/B（70点以上）/C（60点以上）/D（60点未満）/E（未受講）の6段階評価。

　

芸能業界の全体像について

プロダクションの業務内容について
レコード会社の業務内容について

著作権について
音楽出版社の業務内容について

TV・ラジオ/書籍出版社/Webメディアの業務内容について
媒体研究

RECスタジオ/マスタリングスタジオ/リハーサルスタジオについて

映像制作会社/編集スタジオ/MAスタジオ/音プロについて



専門学校ESPエンタテインメント東京　音楽芸能スタッフ科

授業形態 / 必・選 講義 必修

学則上表記 年次

授業時間 年間授業数 15回（30単位時間） 年間単位数 2単位
　 　 　 　

科目設置コース
教員の

実務経験の有無
該当

　

担当講師
実務経歴

　 　 　 　 　 　

【前期/後期】
1～3回目

【前期/後期】
4～7回目

【前期/後期】
8～11回目

【前期/後期】
12～15回目

評価方法

備考

音楽の構成を理論的に分析、把握する技術の修得。楽譜の読み書きが出来る。

授業科目名
音楽理論

音楽理論 1・2年次

90分（1単位時間45分）

PAコース／PA&レコーディングコース／レコーディングコース／音楽スタッフ総合コース

大学にてクラシックピアノを学んだ後、ピアニストとして活動を開始。クラシック・ポピュラーミュージック・ジャズ等、ジャンルにとらわれず様々な
レコーディングやライブに携わり、海外での演奏も行うなど精力的に活動中。

授業概要

五線譜を用意し、自ら音符を書き込む。五線譜に書いた音符を手拍子等でリズムを表現する。

到達目標

授業計画・内容

自己紹介とアンケート　音に関する基礎知識
Notation　楽譜に関する基礎知識
Notation　記譜法の復習、音符 etc.Notation + 速度、強弱 etc.　各記号等の説明

今までの授業内容の復習
Major scale　♯系のMajor scale♭系のMajor scale　Major scale の調号とKey
復習＋試験対策　冬休み前に今までの復習

今までの復習と試験対策
Major scale と minor scale etc.　試験返却の場合は解説と答え合せ
1/28 or 2/4 どちらかで試験返却

音程とchord　学生へのアンケート etc. で都度決定
今までの授業内容の復習　曲を例に授業の復習 etc.

学期末に実施する試験点数、出席率、講師評価等の項目から総合的に評価する。
S（90点以上）/A（80点以上）/B（70点以上）/C（60点以上）/D（60点未満）/E（未受講）の6段階評価。



専門学校ESPエンタテインメント東京　音楽芸能スタッフ科

授業形態 / 必・選 講義 必修

学則上表記 年次

授業時間 年間授業数 15回（30単位時間） 年間単位数 2単位

科目設置コース
教員の

実務経験の有無
該当

担当講師
実務経歴

【前期/後期】
1～5回目

【前期/後期】
6～9回目

【前期/後期】
10～12回目

【前期/後期】
13～15回目

評価方法

備考

PAコース/PA&レコーディングコース/レコーディングコース/音楽スタッフ総合コース

授業科目名
サウンドアナライズ

サウンドアナライズ 1・2年次

90分（1単位時間45分）

ベーシストとして活躍する傍ら、楽曲研究を行い教育機関にて楽曲の分析や解説など授業を担当する。

授業概要

さまざまな年代、ジャンルの音楽について知識を深める。音楽の歴史背景だけでなく楽曲そのものにも触れていく。

到達目標

スタッフとしてアーティストの要望に対応するため音楽ジャンルの幅を広げる。

授業計画・内容

学生の簡単な知識や好みの把握
自己紹介タイムやアンケート、音楽について話すときに必要不可欠なワードなどを再確認

学生の好みの曲の中から1.2曲ピックアップ
やりやすそうな曲を題材にしどう分析していくかを説明。
音楽分析をしつつ、楽譜の読み方などもおさらい。

講師ピックアップ曲を提示して授業
テストを視野に入れつつ音楽用語も

後期テスト
テスト振り返り等
総復習

学期末に実施する試験点数、出席率、講師評価等の項目から総合的に評価する。
S（90点以上）/A（80点以上）/B（70点以上）/C（60点以上）/D（60点未満）/E（未受講）の6段階評価。



専門学校ESPエンタテインメント東京　音楽芸能スタッフ科

授業形態 / 必・選 講義 必修

学則上表記 年次

授業時間 年間授業数 30回（60単位時間） 年間単位数 4単位

科目設置コース
教員の

実務経験の有無
該当

担当講師
実務経歴

【前期】
1～3回目

【前期】
4～9回目

【前期】
10～13回目

【前期】
14～16回目

【後期】
17～19回目

【後期】
20～22回目

【後期】
23～26回目

【後期】
27～30回目

評価方法

備考

90分（1単位時間45分）

授業科目名
音響基礎知識

音響基礎知識 1年次

信号の流れ:Mixer、ブロックダイアグラム(記号)
楽器の名称と略語

レコーディングコース／PA＆レコーディングコース／PAコース

コロムビアスタジオにてアシスタントを経験し、サウンドスカイスタジオに移籍。その後トーンマイスターにて専属エンジニアとなる。1999年より
フリーランスとなりレコーディングエンジニア、PAエンジニアとして活躍中。

授業概要

レコーディング実習Ⅰ・PA実習Ⅰが実践中心の授業であるのに対して、本授業では、スタジオ内の機材ひとつひとつの名称や使用方法等、基礎知識を学ぶ。

到達目標

理論的な理解を深め、正しい機材取扱い方法の修得。物理学的な要素を学び、正しい音響機器の設置方法、音場整理の修得。

授業計画・内容

授業説明、最低限の英単語をチェック
基本用語/音の3要素：音の仕組み、音速、、音程(周波数)/音色/音量

マイクについて：マイクとは〜ダイナミック、コンデンサー〜リボン、チューブ/指向性、近接効果など
音声ケーブル：バランス、アンバランス/スピーカーケーブル、コネクタ

信号の流れ：Mixer、ブロックダイアグラム/マイクレベルとラインレベル/DI、インピーダンス、トランス
楽器の名称と略語/エフェクターについて/EQ：パラメトリック、グラフィック、Filter、パラメータ/GEQ31Band憶える
前期試験

楽器の名称と略語/エフェクターについて/EQ：パラメトリック、グラフィック、Filter、パラメータ/GEQ31Band憶える
前期試験

DI、インピーダンス、トランス
エフェクターについて
EQ

Reverb
Delay①	音響心理(ハース効果含む) Compressor/Limiter
スクリーン リーダーのサポートを有効にする

後期試験用復習 or 通常授業
テスト返却と解説　Expander/NoiseGate
スピーカー

学期末に実施する試験点数、出席率、講師評価等の項目から総合的に評価する。
S（90点以上）/A（80点以上）/B（70点以上）/C（60点以上）/D（60点未満）/E（未受講）の6段階評価。



専門学校ESPエンタテインメント東京　音楽芸能スタッフ科

授業形態 / 必・選 実習 必修

学則上表記 年次

授業時間 年間授業数 30回（60単位時間） 年間単位数 2単位

科目設置コース
教員の

実務経験の有無
該当

担当講師
実務経歴

【前期】
1～4回目

【前期】
5～8回目

【前期】
9～12回目

【前期】
13～16回目

【後期】
17～20回目

【後期】
21～24回目

【後期】
25～28回目

【後期】
29～30回目

評価方法

備考

授業計画・内容

授業科目名
PC実習

PC実習 １年次

90分（1単位時間45分）

PAコース/照明コース/ローディーコース/舞台製作コース/企画制作コース/レコーディングコース
/PA＆レコーディングコース/音楽スタッフ総合コース

デザイン会社で雑誌・パンフレット制作を担当。
DTP（デスクトップパブリッシング）のデザイン制作から広告などの企画提案・制作・ディレクション業務に至る一連の業務に従事。

授業概要

通常業務でよく使用されている「Word」「Excel」「Illustrator」についての解説、操作実習。
フライヤー・WEBプロモーション時における情報管理の徹底、SNSの取り扱いについて

到達目標

音楽業界で必要とさせる「Word」「Excel」「Illustrator」の３つのソフトの基本的な操作方法。
就職してからすぐに役立つ技術の修得。

Excelによる計算法
Excelによる精算書作成

課題提出
1年間の総まとめ

学期末に実施する試験点数、出席率、講師評価等の項目から総合的に評価する。
S（90点以上）/A（80点以上）/B（70点以上）/C（60点以上）/D（60点未満）/E（未受講）の6段階評価。

iMacの電源の入れ方
各種アカウントの設定
Macの基本操作の確認

【Word】
Wordの使用方法
タイピング練習を兼ねた文字入力

【Excel】
簡単な計算
タイムテーブル作成

【イラストレーター導入】
基本ツールの説明
図形描画、色付け、最前面、最背面

【ペンツール】
直線を描く/スムースポイント/コーナーポイント
直線から曲線への変化

・パスの修正の仕方
・整列設定（等間隔）・回転、移動等
・ペンツール総合問題



専門学校ESPエンタテインメント東京　音楽芸能スタッフ科

授業形態 / 必・選 実習 必修

学則上表記 年次

授業時間 年間授業数 30回（60単位時間） 年間単位数 2単位

科目設置コース
教員の

実務経験の有無
該当

担当講師
実務経歴

【前期】
1～4回目

【前期】
5～8回目

【前期】
9～10回目

【前期】
11～14回目

【後期】
15～18回目

【後期】
19～22回目

【後期】
23～26回目

【後期】
27～30回目

評価方法

備考

授業計画・内容

授業科目名
Pro Tools実習Ⅰ

Pro Tools実習Ⅰ 1年次

90分（1単位時間45分）

レコーディングコース、PA＆レコーディングコース

商業用レコーディングスタジオに就職し、様々なアーティストのレコーディングに携わった後、フリーランスとして活躍。レコーディングエンジニ
アとして音楽だけでなく、ナレーション、アフレコ等、多岐に渡る仕事に携わっている。

授業概要

レコーディングスタジオで円滑にPro Toolsが操作できるよう学習する。

到達目標

Pro Tools、ミキシングの基礎技術の修得。

VoSampleRecのミックス：自分の担当学生をSessionデータのImportで一つにする/ミックスをして書き出す
オートメーションについて：使い方とかけ方の例/課題通りにオートメーションをかけてみる

バンドミックス：基本の音量バランス/自分なりの理想の音量バランス/他の曲と聞き比べてみる/書き出し～ミックス試聴会
後期試験

学期末に実施する試験点数、出席率、講師評価等の項目から総合的に評価する。
S（90点以上）/A（80点以上）/B（70点以上）/C（60点以上）/D（60点未満）/E（未受講）の6段階評価。

Macを触ってみる：電源の入れ切り、ProToolsデータの取り扱い/音量感とは：フェーダーとメーターの役割
ドラムのパーツについて：各種パーツの名前と役割/ドラムの音量バランス：パン、各種パーツの音量感
リバーブを使うために：リバーブトラックの立ち上げ方/ディレイをかけてみる：ディレイの使い方の例

空間系とパン：左右の音の広がりについて考える/ProToolsで音データを見やすくする：様々な拡大縮小
ProToolsのモード：モードの役割と使い方
ドラムのエディット：アタック音とその見極め/グループを組む、フェードを掛けてみる

ProToolsのメモリーロケーション：メモリーロケーションで曲を把握しやすくする
ボーカルのエディット：プレイリストを使ってボーカルテイクを完成させる/ショートカットを駆使してエディット速度を上げる/効率を目指して、操
作を指に覚えさせる／Clickとは：Clickを作る

位置の指定やコピーアンドペースト：楽譜を参考にして、指定した場所に移動する方法
クリップゲイン：クリップゲインで歌の音量バランスを整えるデータの書き出し方/バウンスやトータル音圧の上げ方
前期試験

テレビサイズのエディット：テレビ番組で流してもらえる長さに曲を縮める/課題曲を縮めてみる
テンポの変え方、ゼロ小節について：テンポや曲の始まりの位置を変える

メロダインについて：音程を直す方法/音程以外の直し方/各種Toolや音程や音長のグリッドや自動スナップ
コンプレッサー：かけ方やトラックフリーズ、コミットの違い／トラックフォルダ：トラックフォルダとステムの作り方



専門学校ESPエンタテインメント東京　音楽芸能スタッフ科

授業形態 / 必・選 実習 必修

学則上表記 年次

授業時間 年間授業数 60回（120単位時間） 年間単位数 4単位

科目設置コース
教員の

実務経験の有無
該当

担当講師
実務経歴

【前期】
1～6回目

【前期】
7～19回目

【前期】
20～28回目

【前期】
29～36回目

【後期】
37～40回目

【後期】
41～48回目

【後期】
49～52回目

【後期】
53～60回目

評価方法

備考

授業計画・内容

授業科目名
レコーディング実習Ⅰ

レコーディング実習Ⅰ 1年次

90分（1単位時間45分）

レコーディングコース、PA＆レコーディングコース

商業用レコーディングスタジオに就職し、様々なアーティストのレコーディングに携わった後、フリーランスとして活躍。レコーディングエンジニ
アとして音楽だけでなく、ナレーション、アフレコ等、多岐に渡る仕事に携わっている。

授業概要

レコーディングにおける、プランニング、マイキング、楽器や歌の録り方、ミキシング、マスタリングと一連の流れを学ぶ。

到達目標

2年次の技術修得に向けて基礎的な技術力を身に付ける。

スタジオ大掃除：修理やメンテナンスが必要な場所を知る
クラスバンドREC：ドラムベースの録音/ギターやキーボードの録音/歌の録音とミックス作業
後期試験

クラスバンドREC：ドラムベースの録音/ギターやキーボードの録音/歌の録音とミックス作業

学期末に実施する試験点数、出席率、講師評価等の項目から総合的に評価する。
S（90点以上）/A（80点以上）/B（70点以上）/C（60点以上）/D（60点未満）/E（未受講）の6段階評価。

スタジオを知ろう：スタジオの使い方と注意電源入れ切り
VoMicセッティングと道具：VoMicセッティングの説明と実演

1号館RecST：1号の電源入れ切り　スタジオの名称役割、防音とは/信号の流れを学ぶ
Voを録る準備：回線、CueBox、ドラテの書き方、マイクスタンド/マイクレベルとラインレベルとVo音量

Voを録る準備：講師が歌うのを録ってみる練習
VoRec：お互いに録り合う事で練習をする

複数のマイクの立て方と注意/ドラムのキック・スネア・ハイハット・タム・トップのマイキングと聞き比べ
前期試験

VoSampleRec：Vo系コースの歌を録音する

アンプのセッティング：DIを用いたAmpセッティング
キーボードとアコギのセッティング：キーボードとアコギのセッティング



専門学校ESPエンタテインメント東京　音楽芸能スタッフ科

授業形態 / 必・選 実習 必修

学則上表記 年次

授業時間 年間授業数 60回（120単位時間） 年間単位数 4単位

科目設置コース
教員の

実務経験の有無
非該当

担当講師
実務経歴

【前期】
1～4回目

【前期】
5～12回目

【前期】
13～20回目

【前期】
21～28回目

【後期】
29～36回目

【後期】
37～44回目

【後期】
45～52回目

【後期】
53～60回目

評価方法

備考

授業計画・内容

授業科目名
PA実習Ⅰ

PA実習Ⅰ

90分（1単位時間45分）

PA＆レコーディングコース

ライブハウス・PA会社など数多くの多彩な現場で活躍し、 都内のライブハウスの立上げにも携わっている。

授業概要

簡易PAセットを使ったセッティングの基本からプロ仕様の機材を使ったコンサート現場を想定したセッティング、およびユニットなど少人数編成から、4人編成程度の
バンドオペレートについて学ぶ。

到達目標

アナログ機材についての理解、2年次のデジタル機材を学ぶ準備を整える。

1年次

企画ライブ対策（資料に沿って仕込みをする、転換練習/sound check、転換、チューニング、）
後期試験

BAND（有線IEMの繋ぎ）、総復習

学期末に実施する試験点数、出席率、講師評価等の項目から総合的に評価する。
S（90点以上）/A（80点以上）/B（70点以上）/C（60点以上）/D（60点未満）/E（未受講）の6段階評価。

機材について(主幹、機材の持ち方、運び方)/電源について、テスター使い方/Cableの種類、用途
機材のSET UP（SX300STAND/MG16）/信号の流れについて（SX300STAND/MG16　TB,HPLevel）

SPEAKER CHECKについて（SP繋ぎ、P7000/CD,ipod接続/PRE.POST）
SYTEMを変えてSET UP（725Passive×１/MGP32/VRX915M）/MULTI CABLEについて

SPEAKER ２対向・Sub（725Passive×2/728/MULTI in out）/Bi-AMP/Sub（725Bi-AMP/728 3way）
TALk Live（SE叩き/TALK MIC のバランスとり/BGM）

カラオケ(DAM)/A.G（バランスをとる・モニターに返す）
前期試験

Digital Mixerについて（M7CL移動/M7CLの説明/patch/INSERT/SCENEMEMORY/USB）
VERTECについて(VERTECの説明・デジタルAMP)

MIC視聴（DRUMまわりのMIC聴き比べ/BASS ,GUITAR,AG/VOCAL/Key）
音源再生（SOUND CHECKやり方/BANDのバランスをとる）
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